
まえがきi

ま
え
が
き

　

二
〇
一
三
年
一
二
月
に
発
行
さ
れ
た
拙
著
『
日
本
「
原
子
力
ム
ラ
」
行
状
記
』（
論
剏
社
）
は
、
主
に
、
原
子
力
開

発
半
世
紀
の
中
心
を
な
し
た
日
本
原
子
力
研
究
所
に
お
け
る
隠
蔽
と
不
祥
事
の
数
々
を
白
日
の
下
に
曝
し
た
も
の
で

す
。
大
変
、
大
き
な
反
響
を
呼
び
ま
し
た
。
私
の
問
題
提
起
は
成
功
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

本
書
は
、
そ
の
パ
ー
ト
Ⅱ
的
位
置
づ
け
で
す
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
分
析
方
法
論
に
則
っ
た
も
の
の
、
分
析
対
象
が

や
や
異
な
っ
て
お
り
、
主
に
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
事
故
後
に
焦
点
を
絞
り
、
事

故
調
査
手
法
や
事
故
調
報
告
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
に
か
か
わ
っ
た
ひ
と
た
ち
の
専
門
性
や
社
会

対
応
を
中
心
に
、
独
自
の
分
析
手
法
と
工
学
的
専
門
知
識
を
基
に
、
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
福
島
第
一
原
発
事
故
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
分
析
す
る
上
で
欠
か
せ
な
い
基
本
的
な
三
編
の
文
献
、
す

な
わ
ち
、
米
原
子
力
委
員
会
研
究
報
告
書
「
原
子
炉
安
全
性
研
究
」（A

tom
ic E

nergy C
om

m
ission, R

eactor Safety 

Study, W
A

SH
- 1400, 1975

）、
米
物
理
学
会
研
究
報
告
書
「
軽
水
炉
安
全
性
研
究
グ
ル
ー
プ
報
告
」（R

eport to the 

A
P

S by the Study G
roup on L

ight W
ater R

eactor Safety, R
ev. M

od. P
hys., V

ol. 47, Supplem
ent N

o. 1, Sum
m

er, 

1975

）、
米
原
子
力
規
制
委
員
会
研
究
報
告
書
「
苛
酷
炉
心
損
傷
事
故
リ
ス
ク
─
─
米
五
基
の
原
発
の
安
全
評
価
」

（N
uclear R

egulatory C
om

m
ission, Severe A

ccident R
isks : A

n A
ssessm

ent for five U
.S. N

uclear Pow
er P

lants, 

N
U

R
E

G
- 1150, 1990

）
に
つ
い
て
は
、
引
用
程
度
に
と
ど
め
ま
し
た
。
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そ
れ
ら
に
替
わ
り
、
頻
繁
に
引
用
し
た
文
献
は
、
各
種
事
故
調
査
委
員
会
の
検
討
資
料
と
な
っ
た
、
東
京
電
力
編

「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
炉
施
設
へ
の
影
響
に
つ
い
て
」（
東
京
電
力
、
二

〇
一
一
・
九
）、
東
京
電
力
編
「
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
炉
施
設
へ
の
影

響
に
つ
い
て
」（
東
京
電
力
、
二
〇
一
二
・
五
）、
東
京
電
力
編
「
福
島
原
子
力
事
故
調
査
報
告
書
」（
東
京
電
力
、
二
〇

一
二
・
六
）
の
三
編
で
す
。
三
番
目
の
報
告
書
は
一
番
目
と
二
番
目
の
報
告
書
の
統
一
版
的
位
置
づ
け
で
す
。
い
ず

れ
も
、
図
表
・
写
真
を
含
め
、
本
文
だ
け
で
も
、
約
三
〇
〇
頁
に
及
ぶ
一
次
資
料
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
貴
重
な
文
献

で
す
。
各
種
事
故
調
報
告
書
は
三
編
の
東
京
電
力
編
報
告
書
の
単
な
る
批
判
的
検
討
結
果
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
東
京
電

力
は
、
事
故
当
事
者
と
し
て
、
で
き
る
だ
け
早
く
情
報
を
公
開
す
る
た
め
、
限
ら
れ
た
時
間
内
で
の
作
業
に
よ
る
も

の
で
あ
る
た
め
、
す
べ
て
が
正
し
い
わ
け
で
は
な
く
、
部
分
的
に
は
、
不
十
分
な
調
査
内
容
や
誤
っ
た
計
算
結
果
が

記
載
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
引
用
者
は
、
慎
重
な
解
読
と
吟
味
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

私
は
、
そ
れ
ら
三
編
の
文
献
を
三
年
間
に
数
十
回
ほ
ど
熟
読
・
吟
味
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
に
せ
ず
、

慎
重
を
期
す
た
め
、
疑
問
点
は
、
東
京
電
力
に
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
単
に
、
メ
ー
ル
で
の
質
問
だ
け
で
な
く
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
聞
き
取
り
調
査
（
渡
辺
文
夫
・
山
内
宏
太
朗
、
一
九
九
八
、
一
二
三

⊖

一
四
八
：「
調
査
的
面
接
法
」、

高
橋
順
一
・
渡
辺
文
夫
・
大
渕
憲
一
編
著
『
人
間
科
学
研
究
法
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
〔
第
二
版
〕』
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
、
二
〇
一

一
）、
関
連
現
場
の
見
学
・
調
査
も
併
せ
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
福
島
第
一
原
発
事
故
後
、
東
海
第
二
原
発
（
二
〇
一
一
年
七
月
と
二
〇
一
二
年
一
二
月
）、
福
島
第
二
原
発

（
二
〇
一
三
年
四
月
）、
柏
崎
刈
羽
原
発
（
二
〇
一
三
年
四
月
）、
福
島
第
一
原
発
（
二
〇
一
四
年
四
月
）
の
見
学
・
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
特
に
、
東
海
第
二
原
発
と
柏
崎
刈
羽
原
発
で
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
が
定
め
た
新
原
発
技
術
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基
準
に
対
応
す
る
た
め
、
福
島
第
一
原
発
事
故
の
徹
底
分
析
か
ら
抽
出
さ
れ
た
遵
守
事
項
を
中
心
に
、
工
学
的
安
全

対
策
が
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
本
書
に
は
そ
れ
ら
の
調
査
結
果
も
含
め
ま
し
た
。

　

私
は
、
そ
れ
ら
の
原
発
の
見
学
・
調
査
で
、
い
く
つ
か
の
新
情
報
を
得
ま
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
一
つ
は
圧
力
逃

し
安
全
弁
（Safety R

elief V
alve

：
Ｓ
Ｒ
）
の
制
御
用
圧
縮
空
気
圧
（
高
圧
窒
素
ゲ
ー
ジ
圧
一
一
・
三

⊖

一
二
・
八
気

圧
）
で
す
。
代
表
的
な
も
う
一
つ
は
福
島
第
一
原
発
一
号
機
の
非
常
用
復
水
器
（Isolation C

ondenser

：
Ｉ
Ｃ
）
の

配
管
と
サ
ポ
ー
ト
材
の
取
り
換
え
時
期
（
配
管
〔
水
側
〕
は
、
第
六
回
定
期
検
査
〔
一
九
七
八
年
度
〕
に
格
納
容
器
外
側

隔
離
弁

⊖

再
循
環
系
接
続
部
を
交
換
、
配
管
〔
蒸
気
側
〕
は
、
第
八
回
定
期
検
査
〔
一
九
八
一
年
度
〕
に
す
べ
て
交
換
、
管

束
は
、
第
一
七
回
定
期
検
査
〔
一
九
九
三
年
度
〕
に
す
べ
て
交
換
）
で
す
。
本
書
の
本
文
に
は
そ
れ
ら
の
こ
と
が
織
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

原
発
の
安
全
性
を
評
価
す
る
場
合
、
材
料
の
経
年
変
化
（A

ging

）
が
重
要
な
評
価
項
目
の
一
つ
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
多
く
の
ひ
と
た
ち
は
、
建
設
時
の
も
の
が
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て
い
る
と
錯
覚
し
て
い
ま
す
。
加
圧
水
型

原
子
炉
は
、
必
ず
し
も
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
福
島
第
一
原
発
の
よ
う
な
第
一
世
代
の
沸
騰
水
型
原
子
炉
の
場

合
、
機
器
・
配
管
な
ど
の
応
力
腐
食
割
れ
（Stress C

orrosion C
racking

：
Ｓ
Ｃ
Ｃ
）
対
策
の
一
環
と
し
て
、
原
子
炉

圧
力
容
器
（R

eactor P
ressure V

essel

：
Ｒ
Ｐ
Ｖ
）
と
原
子
炉
格
納
容
器
（P

rim
ary C

ontainm
ent V

essel

：
Ｐ
Ｃ
Ｖ
）

と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
以
外
は
、
す
べ
て
、
取
り
替
え
て
あ
り
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
は
、
ま
だ
、
よ
く
分
か
っ
て
い
な
い
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ど
の
よ
う

に
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
国
会
事
故
調
報
告
書
は
工
学
的
根
拠
の
な
い
こ
と
に
対
し
て
も
「
可
能
性
の
示

唆
」
を
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
事
故
調
査
の
方
法
と
し
て
は
禁
じ
手
で
す
。
私
は
、
事
故
調
査
の
基
本
的
な
考
え
方
と
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し
て
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
工
学
的
観
測
デ
ー
タ
に
真
実
を
語
ら
せ
る
」
こ
と
に
徹
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
本
書
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
特
に
、
留
意
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
拙
著
『
福
島
原
発
事
故

の
科
学
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
）
で
実
施
し
た
よ
う
に
、
極
力
、
推
定
は
排
除
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本
書

の
議
論
に
お
い
て
は
、
特
に
、
重
要
な
工
学
的
解
釈
の
場
合
、
で
き
る
だ
け
細
か
く
文
献
を
引
用
し
て
お
き
ま
し
た
。

　

本
書
に
は
、
学
術
的
記
載
も
含
ま
れ
ま
す
が
、
決
し
て
、
学
術
書
で
は
な
く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
ひ
と
た
ち
に

読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
意
識
的
に
、
肩
の
凝
ら
な
い
読
み
物
に
し
ま
し
た
。
工
学
的
解
釈
に
お
い
て
は
、
方
程
式

や
計
算
過
程
を
こ
ま
ご
ま
と
展
開
す
る
こ
と
は
、
意
識
的
に
回
避
し
ま
し
た
。
記
憶
と
専
門
知
識
を
基
に
、
間
違
い

が
な
い
よ
う
に
、
十
分
に
注
意
し
た
つ
も
り
で
す
が
、
意
図
に
反
し
、
何
ら
か
の
不
的
確
な
表
現
が
含
ま
れ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
賢
明
な
読
者
諸
氏
の
ご
批
判
を
仰
ぎ
た
い
。

二
〇
一
四
年
六
月

桜
井
　
淳
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今
回
、
文
書
化
さ
れ
た
も
の
を
借
り
て
、
再
度
（
ウ
ェ
ブ
と
文
書
化
で
変
更
点
が
あ
る
か
否
か
の
確
認
）、
熟
読
し
て

み
ま
し
た
。
両
者
へ
の
疑
問
、
特
徴
、
利
点
、
欠
点
、
致
命
的
欠
陥
、
総
合
判
定
、
未
解
明
問
題
、
残
さ
れ
た
課
題

を
以
下
に
記
し
ま
す
。

【
疑
問
点
】

⑴
責
任
関
係
が
不
明
確
で
す
。

⑵
予
算
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
両
者
と
も
推
定
一
億
円
弱
）。

⑶
か
か
わ
っ
た
す
べ
て
の
ひ
と
た
ち
（
数
十
名
規
模
の
協
力
者
と
事
務
局
員
）
の
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

⑷
両
者
と
も
約
一
〇
〇
〇
名
の
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
成
果
が
表
に
現
れ
て
お

ら
ず
、
大
部
分
の
ひ
と
た
ち
は
、
形
の
見
え
な
い
出
汁
に
な
っ
て
い
ま
す
。

⑸
「
政
府
事
故
調
報
告
書
」
の
資
料
Ⅱ

⊖

２

⊖

５
の
図
（
資
料
編
二
九
七
頁
）
は
、
い
く
ら
ポ
ン
チ
絵
と
は
言

え
、
格
納
容
器
（P

rim
ary C

ontainm
ent V

essel

：
Ｐ
Ｃ
Ｖ
）
の
形
状
が
不
自
然
で
す
。

⑹
脱
原
発
政
策
を
掲
げ
て
い
る
弱
小
政
党
で
あ
る
社
民
党
の
福
島
瑞
穂
さ
ん
の
推
薦
で
委
員
に
な
っ
た
ひ
と
が

三
名
い
る
と
読
み
取
れ
ま
し
た
。
一
名
の
委
員
に
は
、
二
名
の
協
力
者
を
指
名
で
き
る
こ
と
を
委
員
の
一
人

が
証
言
し
て
お
り
、
報
告
書
に
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
原
子
力
資
料
情
報
室
の
ウ
ェ
ブ
情
報
の
中
に

は
、
同
室
か
ら
の
協
力
者
数
名
の
氏
名
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
国
の
事
故
調
査
委
員
会
の
委
員
と
し
て
、

党
派
性
が
強
く
、
明
ら
か
に
方
向
づ
け
さ
れ
た
主
義
主
張
す
る
ひ
と
が
委
員
に
就
い
て
よ
い
も
の
か
、
特
定

の
組
織
の
ひ
と
た
ち
が
、
そ
れ
ほ
ど
多
く
か
か
わ
っ
て
よ
い
も
の
か
、
公
正
性
に
疑
問
が
あ
り
、
不
正
行
為



4

で
す
。
国
民
は
真
実
を
認
識
し
て
い
る
の
か
。

【
特
徴
】

⑴
政
府
事
故
調
は
、
伝
統
的
事
故
調
査
法
に
徹
し
、
不
確
実
事
項
を
排
除
し
、
確
実
な
真
実
か
ら
全
体
像
を
組

み
上
げ
て
い
ま
す
。

⑵
国
会
事
故
調
は
、
会
議
録
を
公
開
し
、
審
議
過
程
を
透
明
化
し
て
い
ま
す
。

【
利
点
】

⑴
両
者
と
も
分
か
り
や
す
い
ま
と
め
方
を
し
て
い
ま
す
。

⑵
「
政
府
事
故
調
報
告
書
」
の
ま
と
め
方
は
優
れ
て
い
ま
す
。

⑶
両
者
と
も
苛
酷
炉
心
損
傷
事
故
計
算
コ
ー
ド
（
東
京
電
力
〔
東
電
〕
は
Ｍ
Ａ
Ａ
Ｐ
：M

odular A
ccident A

nalysis 

P
rogram

／
原
子
力
基
盤
機
構
は
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
Ｒ
：M

ethods for E
stim

ation L
eakages and C

onsequences of 

R
eleases

）
に
よ
る
計
算
結
果
に
信
頼
を
置
い
た
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

⑷
「
政
府
事
故
調
報
告
書
」
に
は
、「
Ｉ
Ｃ
に
つ
い
て
、
地
震
発
生
か
ら
津
波
到
達
ま
で
の
間
、
そ
の
配
管
及

び
復
水
タ
ン
ク
に
、
そ
の
冷
却
機
能
を
喪
失
さ
せ
る
よ
う
な
損
傷
が
生
じ
て
い
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

（
注
と
し
て
欄
外
に
、「
な
お
、
地
震
発
生
後
、
津
波
到
達
ま
で
の
間
、
Ｉ
Ｃ
の
配
管
や
復
水
タ
ン
ク
に
、
そ
の
冷
却

機
能
を
喪
失
す
る
よ
う
な
損
傷
に
至
ら
な
い
程
度
の
軽
微
な
亀
裂
、
ひ
び
割
れ
等
が
生
じ
た
可
能
性
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
」）
し
か
し
、
津
波
が
到
達
し
た
時
点
で
、
Ｉ
Ｃ
（
Ｂ
系
）
の
戻
り
配
管
隔
離
弁
（
３
Ｂ
）
は
全
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閉
で
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
（
Ａ
系
）
の
戻
り
配
管
隔
離
弁
（
３
Ａ
）
も
全
閉
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
が
…
…
」（
本

文
編
三
一
頁
）
と
記
さ
れ
て
お
り
、
東
京
電
力
が
事
故
直
後
に
公
開
し
た
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
を
的
確
に
解
読

で
き
て
い
ま
す
。

【
欠
点
】

⑴
両
者
と
も
東
京
電
力
か
ら
提
供
さ
れ
た
膨
大
な
資
料
に
全
面
的
に
依
存
し
て
お
り
、
独
自
に
調
査
し
た
資
料

や
計
算
結
果
に
基
づ
く
事
実
関
係
は
、
数
％
以
下
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

⑵
意
識
的
に
当
事
者
の
原
子
力
関
係
者
を
除
外
し
、
複
数
の
事
故
調
を
設
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
よ
い

意
味
で
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
せ
ん
。

⑶
両
者
と
も
後
知
恵
の
強
弁
に
終
始
し
て
い
ま
す
。

⑷
国
会
事
故
調
は
、
党
派
性
が
強
く
、
工
学
解
釈
が
未
熟
で
、
不
自
然
で
、
作
為
的
で
、
事
故
調
査
法
を
間
違

え
て
い
ま
す
。
以
下
、
そ
の
具
体
例
で
す
。
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
か
ら
読
み
取
れ
な
い
配
管
損
傷
事
象
（
極
小

Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
）
を
仮
定
し
て
議
論
し
て
い
ま
す
。
そ
の
事
象
で
は
、
圧
力
や
水
位
な
ど
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
に
表

れ
な
い
と
し
て
い
る
反
面
、
い
く
ら
微
小
漏
れ
で
も
、
一
時
間
あ
た
り
七
ｔ
漏
れ
る
と
も
記
し
て
お
り
、
そ

れ
だ
け
漏
れ
れ
ば
、
原
子
炉
建
屋
や
格
納
容
器
の
地
下
一
階
に
設
け
ら
れ
て
い
る
「
機
器
ド
レ
ン
サ
ン
プ
」

の
水
位
が
上
昇
し
、
確
実
な
証
拠
が
残
り
ま
す
が
、
プ
ラ
ン
ト
デ
ー
タ
に
は
、
そ
の
よ
う
な
痕
跡
が
残
っ
て

い
ま
せ
ん
。
高
温
の
漏
水
が
一
時
的
に
空
間
に
充
満
し
て
も
、
や
が
て
、
温
度
が
下
が
れ
ば
、
凝
縮
し
て
、

水
に
戻
り
、「
機
器
ド
レ
ン
サ
ン
プ
」
に
集
ま
り
、
漏
水
の
有
無
の
判
定
は
、
可
能
で
す
。
一
つ
の
こ
と
だ
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け
に
着
目
し
、
予
定
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
を
組
み
立
て
る
た
め
、
関
連
す
る
複
数
の
事
象
変
化
と
の
矛
盾
に
目

を
瞑
っ
た
議
論
を
し
て
い
ま
す
。

⑸
国
会
事
故
調
は
、
聞
き
取
り
調
査
に
お
い
て
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
し
た
ス
ト
ー
リ
ー
に
合
う
よ
う
な
強
引
な

誘
導
質
問
を
く
り
返
し
て
お
り
、
不
正
行
為
で
す
（
た
と
え
ば
、
報
告
書
編
二
三
五
頁
や
参
考
資
料
編
六
四

⊖

六
五
頁
な
ど
）。

⑹
一
般
論
と
し
て
、
サ
プ
レ
ッ
シ
ョ
ン
チ
ェ
ン
バ
ー
の
地
震
時
ス
ロ
ッ
シ
ン
グ
の
三
次
元
カ
ラ
ー
図
（
二
四
八

頁
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
報
告
書
や
会
議
編
や
参
考
資
料
編
を
注
意
深
く
読
ん
で
も
、
出
典
が
明
記

さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
計
算
コ
ー
ド
や
計
算
モ
デ
ル
や
計
算
者
や
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
実
験
解
析
に
よ
る
精

度
評
価
つ
い
て
、
何
も
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
事
故
調
査
に
協
力
し
た
元
東
芝
社
員
の
後
藤
政
志
が
計
算
し

た
か
手
配
し
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
ま
す
が
、
上
記
事
項
を
明
記
し
た
ら
、
不
都
合
な
真
実
が
表
面
化
す
る
た

め
、
意
識
的
に
、
ぼ
か
し
た
も
の
と
思
い
ま
す
。
学
術
的
根
拠
は
明
確
に
す
べ
き
で
す
。
報
告
書
を
熟
読
し

て
、
全
体
的
に
、
学
術
的
手
法
で
は
な
く
、
劇
場
型
問
題
提
起
の
週
刊
誌
的
発
想
が
気
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
意
味
で
国
の
事
故
調
査
報
告
書
と
し
て
は
不
合
格
で
す
。
指
摘
さ
れ
た
可
能
性
（
地
震
影
響
説
に
基
づ
く

小
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
説
と
一
号
機
Ｄ
／
Ｇ
の
Ａ
系
列
停
止
説
）
は
す
べ
て
工
学
的
に
成
立
し
ま
せ
ん
。

⑺
参
考
資
料
編
に
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
東
京
電
力
・
関
連
会
社
社
員
へ
の
聞
き
取
り
調
査
結
果
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
た
だ
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
分
析
不
足
で
す
。

⑻
小
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
説
は
、
事
故
直
後
か
ら
、
田
中
三
彦
さ
ん
が
主
張
し
て
き
た
こ
と
で
す
。
田
中
さ
ん
は
、
脱
原

発
政
策
政
党
の
社
民
党
推
薦
に
よ
り
調
査
委
員
会
委
員
に
な
り
ま
し
た
が
、
委
員
会
全
員
が
小
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
説
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を
受
容
し
た
経
緯
と
根
拠
が
読
み
取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
工
学
的
根
拠
の
な
い
こ
と
を
可
能
性
の
示
唆
だ
け

で
合
意
す
る
の
は
国
の
事
故
調
査
委
員
会
と
し
て
不
適
格
で
す
。
田
中
耕
一
委
員
は
、
小
Ｌ
Ｏ
Ｃ
Ａ
説
が
間

違
い
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
な
ら
ば
、
責
任
を
取
り
、
職
を
辞
す
る
覚
悟
は
で
き
て
い
る
の
か
、
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
の
田
中
耕
一
委
員
だ
け
で
な
く
、
黒
川
清
委
員
長
を
は
じ
め
と
す
る
全
員
、
そ
の
覚
悟
は
で

き
て
い
る
の
か
？

２　

世
の
中
の
情
報
の
質
に
つ
い
て
の
考
察

　

真
実
と
は
何
か
（
真
実
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
限
り
な
く
真
実
に
近
い
こ
と
は
何
か
）、
情
報
と
は
何
か
、
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
し
た
。
世
の
中
で
は
、
ど
こ
そ
こ
に
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
書
い
て
あ
っ
た
と
か
、
誰
々
が
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
言
っ
て
い
た
と
か
、
そ
れ
ら
を
真
実
の
根
拠
に
し
て
話
を
し
て
い
ま
す
。
世
の
中
の
話
と
し
て
は
、
そ
の
程

度
で
も
、
好
ま
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
利
害
の
生
じ
な
い
こ
と
も
あ
り
、
支
障
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

情
報
と
は
、
真
実
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
ま
と
ま
っ
た
お
話
で
あ
れ
ば
、
何
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
真
偽
や
価

値
は
利
用
者
が
判
断
す
る
こ
と
で
す
。

　

日
本
に
は
数
多
く
の
週
刊
誌
や
月
刊
誌
が
あ
り
ま
す
。
質
（quality

）
は
大
幅
に
異
な
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
性
の

高
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
大
部
分
は
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
比
較
的
ま
し
な
月
刊
誌
『
世
界
』
や
『
中
央
公

論
』
で
も
、
時
々
、
間
違
っ
た
エ
ッ
セ
ー
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。『
世
界
』
は
、
特
に
、
党
派
性
が
高
く
、
偏
っ
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あ
と
が
き

　

福
島
第
一
原
発
事
故
に
つ
い
て
ま
と
め
た
各
種
事
故
調
報
告
書
を
、
学
術
的
に
深
く
検
討
し
た
事
例
は
こ
れ
ま
で

一
件
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
書
で
は
部
分
的
に
そ
の
よ
う
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
い
ま
の
時
点
で
個
人

に
で
き
る
こ
と
は
、
限
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
解
析
を
す
る
に
は
、
人
材
と
予
算
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
は
、
実
現
困
難
で
す
。
し
か
し
、
で
き
る
だ
け
、
自
身
で
計
算
し
、
未
解
明
事
項
の
解
明
に
努
め
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
の
工
学
的
事
故
調
査
（
苛
酷
炉
心
損
傷
事
故
解
析
、
放
出
放
射
能
量
、
自
然
・
人
間
へ
の
影
響
な

ど
）
と
社
会
科
学
的
事
故
調
査
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
社
会
制
度
な
ど
）
は
、
事
故
後
、
三
年
間
で
は
、
そ
の
輪
郭
を

描
く
こ
と
く
ら
い
し
か
達
成
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
微
力
な
が
ら
、
独
自
の
調
査
に
よ
り
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
と
専

門
知
識
を
基
に
、
何
冊
か
の
著
書
を
ま
と
め
、
当
面
の
課
題
を
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
残
る
課
題
は
、
長

期
的
視
点
か
ら
、
本
書
の
成
果
も
採
り
入
れ
、
学
術
書
『
福
島
原
発
事
故
の
科
学
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
）
の

改
訂
版
を
ま
と
め
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
執
筆
中
の
学
術
書
『
日
本
の
原
子
力
開
発
の
構
造
分
析
』
を
完
成
さ
せ
る
こ

と
で
す
。

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
、
行
政
側
か
ら
の
要
請
に
背
を
向
け
て
き
ま
し
た
。
な
ぜ
か
と
言
え
ば
、
い
ま
の
仕
事
を
進
め

る
上
で
、
制
約
が
加
わ
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
は
、
で
き
る
だ
け
、
独
立
し
た
立
場
か
ら
、
自
由
に
、
問
題
提
起
し
た
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い
と
い
う
方
針
に
反
す
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
で
も
、
こ
れ
ま
で
、
行
政
側
か
ら
の
要
請
に
対
し
、
例
外
的
に
、
三
件

の
協
力
を
し
て
き
ま
し
た
（
内
閣
安
全
保
障
室
、
科
学
技
術
庁
原
子
力
安
全
調
査
室
、
島
根
県
原
子
力
安
全
対
策
課
）。

　

そ
ん
な
折
、
静
岡
県
原
子
力
安
全
対
策
課
か
ら
、
二
〇
一
四
年
三
月
、
静
岡
県
知
事
へ
の
諮
問
機
関
で
あ
る
静
岡

県
防
災
・
原
子
力
学
術
会
議
原
子
力
部
会
臨
時
構
成
員
の
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
熟
慮
の
末
、
例
外
的
な
四
件
目
の

受
け
入
れ
を
決
意
し
ま
し
た
。
受
け
入
れ
た
理
由
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
原
子
力
安
全
解
析
所
に
在
職
中
、

中
部
電
力
浜
岡
原
発
四
号
機
の
安
全
審
査
の
た
め
の
ク
ロ
ス
チ
ェ
ッ
ク
計
算
に
携
わ
っ
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
、
東

京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
で
学
ん
だ
Ｓ
Ｔ
Ｓ
（Study of Science, T

echnology and Society　

科
学
技
術
社
会

論
）
の
研
究
視
点
か
ら
、
発
生
確
率
の
異
常
に
高
い
東
南
海
地
震
に
よ
る
浜
岡
原
発
と
社
会
へ
の
影
響
に
強
い
関
心

を
持
っ
て
い
た
た
め
で
す
。

　

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
地
震
研
究
者
さ
え
予
測
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
歴
史
的
規
模
の
地
震
で
し
た
。
地
震

発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
ま
だ
、
よ
く
分
か
っ
て
お
ら
ず
、
発
生
場
所
を
明
確
に
特
定
し
、
定
量
的
評
価
を
下
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
い
ま
、
浜
岡
原
発
が
直
面
し
て
い
る
問
題
は
、
三
・
一
一
前
夜
の
福
島
第
一
原
発
が
直
面
し
て

い
た
問
題
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
す
。
そ
の
た
め
、
無
関
心
で
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

国
や
県
や
市
町
村
の
委
員
会
は
、
官
僚
的
形
式
組
織
で
、
公
開
さ
れ
た
詳
細
議
事
録
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と
は
、

報
告
事
項
を
基
に
、
疑
問
点
の
質
問
や
当
た
り
障
り
の
な
い
や
り
取
り
程
度
で
、
八
百
長
的
追
認
に
終
始
し
て
お
り
、

実
質
的
な
役
割
は
、
何
も
果
た
し
て
い
な
い
の
で
す
。

　

原
子
力
を
例
に
と
れ
ば
、
北
海
道
、
青
森
県
、
宮
城
県
、
新
潟
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
静
岡
県
、
石
川
県
、
福

井
県
、
島
根
県
、
愛
媛
県
、
鹿
児
島
県
の
原
子
力
安
全
対
策
委
員
会
（
す
べ
て
同
じ
名
称
で
は
な
い
、
茨
城
県
と
静
岡
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県
の
委
員
会
は
東
京
大
学
依
存
型
で
そ
の
他
は
地
方
大
学
依
存
型
）
の
議
事
録
か
ら
読
み
と
れ
る
こ
と
は
、
委
員
の
勉
強

程
度
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
住
民
の
安
全
を
守
る
検
討
内
容
に
は
、
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
最
も
ひ
ど
い
と
思
っ
た
の

は
、
福
井
県
の
例
で
、
事
故
で
一
四
年
間
停
止
し
て
い
た
「
も
ん
じ
ゅ
」
の
再
稼
働
の
検
討
を
し
て
、
承
認
し
た
後
、

燃
料
交
換
器
構
造
材
の
落
下
事
故
が
発
生
し
、
事
故
調
査
の
結
果
、
技
術
欠
陥
が
発
覚
し
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
原
子

力
機
構
の
報
告
と
資
料
を
鵜
呑
み
に
し
、
何
の
検
討
も
せ
ず
、
追
認
し
た
だ
け
で
し
た
。
各
委
員
会
の
し
て
い
る
こ

と
は
報
告
事
項
の
追
認
だ
け
で
す
。
一
部
の
住
民
は
、
委
員
会
を
傍
聴
し
て
い
ま
す
が
、
問
題
が
何
で
あ
る
か
、

ま
っ
た
く
、
理
解
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
形
式
的
追
認
主
義
の
弊
害
が
至
る
と
こ
ろ
に
表
れ
て
い
ま
す
。
根
源
的
に
改

善
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

二
〇
一
四
年
四
月
二
三
日
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
出
発
前
夜
に
）

桜
井
　
淳
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